
Vd-013 会場：C102 時間：6月11日　13:24-13:35

雌阿寒岳1998年11月9日の小噴火

Small eruption on 9th November 1998 of Meakan-dake volcano, Hokkaido
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雌阿寒岳は1 9 9 8年1 1月9日に小噴火した．この噴火は1 9 9 6年の水蒸気爆発以来のものであり，同じポンマチネシ
リ火口で発生した．噴出量は1 0 0 0トン以下と推定され，1 9 9 6年噴火の1 / 1 0の規模である．今回の火山灰中には9 6
年噴出物にでは認められなかった，新鮮な褐色のガラスを含む玄武岩質安山岩の岩片が極く少量見い出された．
したがって 今回の噴火は1 9 9 6年噴火とは異なり，極く少量のマグマが火口直下の熱水系と反応したマグマ－水蒸
気爆発であった疑いがある．

雌阿寒岳は1 9 9 8年1 1月9日に小噴火した．この噴火は1 9 9 6年の水蒸気爆発以来のものである．1 1月9日は曇天
のため噴火は目撃されておらず， 雌阿寒岳東方約1 0 k mの国道で降灰が確認され，噴火が明かになった．その噴火
に対応する火山性微動が14時41分頃から約4分間観測されている．その後，その噴火時の噴煙と考えられるものが，
雲間から短時間の間確認されていたことが明かとなった．

噴火は9 6年噴火と同じくポンマチネシリ火口で発生した．上空からの観察でも火口より東方で約2 k mまで降
灰が認められ，火口から7 ̃  1 7 k mの地点で微量の降灰を地表調査で確認した．降灰火山灰の等層厚線図から計算さ
れる総噴出物量は1 0 0 0トン以下で，1 . 2万トンと計算された9 6年噴火の1 / 1 0程度の規模である．噴出物については
火口から7 ̃  1 0 k mの地点で採取された火山灰について検討した．それらの大部分は9 6年火山灰と同じく，雌阿寒岳
の山体を構成する既存の岩石およびそれらが変質したもの，鉱物片，および粘土鉱物を主体する微細紛から構成
されている．

しかしながら今回の火山灰中には9 6年噴出物にでは認められなかった，斑晶鉱物と新鮮な褐色のガラスから
なる玄武岩質安山岩の岩片が極く少量見い出された．この岩質はポンマチネシリ火口から5 0 0 ̃  1 0 0 0年前に噴出さ
れた本質物と類似しているが，現在の火口縁に露出するスコリアと比べガラスが変質を受けていない点で区別で
きる．さらに9 6年噴出物と比べて角張った鉱物片および岩片の比率が高くなっている．上記のことから，噴出物
は噴火口直下にある熱水変質作用が進行中の，既存の雌阿寒岳火山の岩石が破砕されたものが大部分であるが，
新しく上昇中のマグマの上部が冷却された部分の破片が放出された可能性がある．したがって，今回の噴火は
1 9 9 6年噴火とは異なり，極く少量のマグマが火口直下の熱水系と反応したマグマ－水蒸気爆発であった疑いがあ
る．このことを確認するためには火口周辺の調査が必要であるが，現時点ではまだ行っていない．

雌阿寒岳では1 9 5 5年以来，小規模噴火が頻発しているが，これまではマグマ片は確認されておらず全て水蒸
気爆発と考えられてきた．しかしながら，噴気温度は4 0 0－5 0 0度に達する高温状態を維持しており，マグマある
いはそれがほとんど固結した岩体が浅所まで上昇し，停滞している可能性が高い．したがって今回のような小規
模の噴火であっても，マグマ片が少量放出されることは十分に有りうることかもしれない．そのような点で過去
の水蒸気爆発堆積物についても，マグマ片の有無を詳細に検討する必要があると考えられる．


